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4．研究助成

　A．第47回（令和元年度）三越医学研究助成（総額500万円）　
　当事業団は生活習慣病その他重要な疾病の予防・撲滅に寄与する医学研究を発展させることを目的に東京
都内ならびに東京都近隣の大学医学部、医学研究施設、病院等を対象に、生活習慣病とその治療を中心とし
た研究課題について広く公募し、助成対象者を選抜して助成金を交付している。令和元年度の応募総数は
13件で、そのなかより厳正な審査をへて受賞者３名を決定した。なお、受賞贈呈式は11月18日（月）日
本橋三越６階三越劇場および三越特別食堂にて三越医学研究助成贈呈式、受賞記念パーティを開催した。

募集・選考日程
　４月５日（金）	「募集研究課題設定委員会」を開催し研究課題決定
	 公募を開始（募集締め切り７月31日）
　８月16日（金）	 審査員を決定し審査委員長を選任して「審査委員会」を設置　　
　９月20日（金）	「助成選考委員会」を開催し助成対象者、助成金額を決定
　11月18日（月）	 三越医学研究助成贈呈式開催

三越医学研究助成贈呈式

4．研究助成
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１．研究課題の決定
研究課題（１）心房細動発症と治療の、基礎的及び臨床的研究
研究課題（２）脳卒中、循環器病に対する再生医療
研究課題（３）動脈硬化とセラミド

２．審査委員会による応募課題審査
〈審査委員〉
　審査委員長　水野　杏一（公益財団法人	三越厚生事業団	常務理事）
　審 査 委 員　河﨑　洋志（金沢大学医薬保健研究域	医学系	脳神経医学研究分野	教授）
　　　　　　　小林　義典（東海大学医学部付属八王子病院	病院長・循環器内科学教授）
　　　　　　　宮本　正章（日本医科大学付属病院	循環器内科	病院教授）
　　　　　　　山下　武志（公益財団法人	心臓血管研究所・付属病院	所長）
　　　　　　　中村　治雄（公益財団法人	三越厚生事業団	顧問）
　　　　　　　山下　　毅（公益財団法人	三越厚生事業団	理事・三越診療所	所長）
〈審査・選考〉
　研究課題テーマごとに専門分野の審査員を選任し評価を行った。
　評価にあたっては応募者の研究機関名、氏名をブラインドにして総合点により上位者を助成対象者と
した。研究課題３つのそれぞれに対し外部審査員と事業団審査員を審査員とし、透明性のある審査を実
施した。

３．助成選考委員会
　審査委員会による審査結果を受けて「助成選考委員会」を開催し、助成対象者および助成金額を決定し
た。
４．三越医学研究助成贈呈式
　11月18日（月）三越日本橋本店６階三越劇場および三越特別食堂にて三越医学研究助成贈呈式、受賞
記念パーティを開催した。

第47回　三越医学研究助成受賞者
氏名 所属機関 研究課題 助成金

研究課題（１）心房細動発症と治療の、基礎的及び臨床的研究

岩　崎　雄　樹 日本医科大学大学院	医学研究科	循環器
内科学分野	講師

閉塞性睡眠時無呼吸症候群に併発する
心房細動症例の心房構造的リモデリン
グの特徴とカテーテルアブレーション
術後の心房細動再発の機序解明に関す
る研究

200万

研究課題（２）脳卒中、循環器病に対する再生医療

細　田　　　徹 公益財団法人	日本心臓血圧研究振興会	
附属榊原記念病院	総合診療部	部長

重症慢性虚血性心不全患者に対する自
家心臓幹細胞移植による再生治療 200万

研究課題（３）動脈硬化とセラミド

北　浦　次　郎 順天堂大学大学院医学研究科	アトピー
疾患研究センター	先任准教授

セラミドを認識する抑制型免疫受容体
による動脈硬化制御メカニズムの解明 100万
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4．研究助成

　B．第20回（令和元年度）三越海外留学渡航費助成（総額300万円）　
　当事業団では海外での医学研究や医療技術習得を
志す若手医学者ならびに海外渡航中で留学先受け入
れ研究機関の研究指導者の推薦がある者に対し、留
学費用の一部として渡航費の助成を行っている。令
和元年度も東京ならびに東京近隣の大学医学部、医

学研究施設、病院等を対象に４月より公募を開始
し、６月末の締め切りまでに17名の応募があり、
「選考委員会」による厳正な審査の結果、以下の３
名の助成対象者を決定し、８月29日に助成金を交
付した。

第20回　三越海外留学渡航費助成受賞者
氏名 所属機関 留学先 研究課題 助成金

伊 藤 謙 治

東京大学医科学研究所
システム疾患モデル研
究センター	先進病態
モデル研究分野	
特任研究員

ペンシルベニア
大学　再生医学
研究所

有糸分裂終了後の娘細胞に細胞の運命
が維持・継承されるメカニズムの解明 100万

稲 葉 浩 二
国立がん研究センター
中央病院	放射線治療
科	医員

アメリカ合衆国
カリフォルニア
大学
ロサンゼルス校
放射線治療科

MRIガイド放射線治療の基礎的研究と
臨床応用 100万

植 竹 俊 介 日本医科大学千葉北総
病院	循環器内科

ヴァンダービル
ト大学

難治性心室性不整脈に対するニードル
アブレーションの長期予後調査および
心内膜側からの至適穿刺部位評価方法

100万
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第47回三越医学研究助成および第20回三越海外留学渡航費助成

第47回三越医学研究助成
平成31年４月	医学研究助成の研究３課題を以下のごとく決定した。
	 	①心房細動発症と治療の、基礎的及び臨床的研究　②脳卒中、循環器病に対する再

生医療　③動脈硬化とセラミド
　　　　 ４月	 募集を開始した。
令和元年７月	 医学研究助成応募締切　応募者は13名であった。
	 	課題１の「心房細動発症と治療の、基礎的及び臨床的研究」に７研究の応募、課題

２の「脳卒中、循環器病に対する再生医療」に４研究の応募、課題３の「動脈硬化
とセラミド」に２研究の応募があった。

　　　　 ８月	 	外部審査員決定、４人の研究者に審査依頼した。山下武志（公益財団法人	心臓血
管研究所・付属病院	所長）。小林義典（東海大学医学部付属八王子病院	病院長・循
環器内科学教授）。河﨑洋志（金沢大学医薬保健研究域	医学系	脳神経医学研究分野	
教授）。宮本正章（日本医科大学付属病院	循環器内科	病院教授）

　　　　 ９月	 医学研究助成対象者３名を選考委員会において決定した。
〈受賞者〉
（１）日本医科大学	大学院	医学研究科	循環器内科学分野	講師	岩崎雄樹
（２）公益財団法人日本心臓血圧研究振興会附属榊原記念病院	総合診療部	部長	細田徹
（３）順天堂大学大学院医学研究科	アトピー疾患研究センター	先任准教授	北浦次郎

第20回三越海外留学渡航費助成
平成31年４月	 募集を開始した。
令和元年６月	 海外留学渡航費助成の応募締切　17件の応募があった。
　　　　 ７月	 選考委員会において３名の海外留学渡航費助成対象者を決定した。
　　　　 ８月	 助成金を贈呈した。

　受賞者と留学先は以下のごとくである。
（１）東京大学医科学研究所システム疾患モデル研究センター	先進病態モデル研究分野
　　 特任研究員	伊藤謙治　留学先：米国　ペンシルベニア大学　再生医学研究所
（２）	国立がん研究センター中央病院	放射線治療科	医員	稲葉浩二　留学先：米国　カリフォルニ

ア大学　ロサンゼルス校放射線治療科
（３）日本医科大学千葉北総病院	循環器内科	植竹俊介　留学先：米国　ヴァンダービルト大学

　令和元年11月18日に三越医学研究助成と三越海外留学渡航費助成の贈呈式と代表講演を行っ
た。
　受賞者代表挨拶は日本医科大学大学院	医学研究科	循環器内科学分野	講師岩崎雄樹が、代表講演
は順天堂大学大学院医学研究科アトピー疾患研究センター先任准教授北浦次郎が行った。
	 （水野杏一	記）
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4．研究助成

医学研究助成および海外留学渡航費助成年度別交付状況
（金額単位：万円）

種別

年度

三越医学研究助成 海外留学渡航費助成

回数 件数 金額 回数 件数 金額

昭和48年度 第1回 15 1,000
昭和49年度 第2回 9 500
昭和50年度 第3回 10 600
昭和51年度 第4回 9 600
昭和52年度 第5回 7 1,000
昭和53年度 第6回 8 1,000
昭和54年度 第7回 4 1,000
昭和55年度 第8回 5 1,000
昭和56年度 第9回 7 1,000
昭和57年度 第10回 6 700
昭和58年度 第11回 3 410
昭和59年度 第12回 4 500
昭和60年度 第13回 3 500
昭和61年度 第14回 3 500
昭和62年度 第15回 5 600
昭和63年度 第16回 8 1,000
平成元年度 第17回 7 1,000
平成2年度 第18回 8 1,000
平成3年度 第19回 8 1,000
平成4年度 第20回 7 1,000
平成5年度 第21回 6 1,000
平成6年度 第22回 8 1,000
平成7年度 第23回 9 1,000
平成8年度 第24回 8 1,000
平成9年度 第25回 9 1,000
平成10年度 第26回 6 1,000
平成11年度 第27回 7 1,000
平成12年度 第28回 6 1,000 第1回 5 250
平成13年度 第29回 7 1,000 第2回 3 150
平成14年度 第30回 8 1,000 第3回 1 50
平成15年度 第31回 7 1,500 第4回 3 150
平成16年度 第32回 9 1,500 第5回 2 100
平成17年度 第33回 8 1,460 第6回 2 100
平成18年度 第34回 7 1,500 第7回 2 100
平成19年度 第35回 5 1,250 第8回 1 50
平成20年度 第36回 9 2,050 第9回 0 0
平成21年度 第37回 4 900 第10回 2 200
平成22年度 第38回 5 1,050 第11回 5 300
平成23年度 第39回 3 840 第12回 3 180
平成24年度 第40回 2 429 第13回 5 250
平成25年度 第41回 3 550 第14回 4 200
平成26年度 第42回 3 459 第15回 6 300
平成27年度 第43回 3 550 第16回 5 250
平成28年度 第44回 3 570 第17回 6 300
平成29年度 第45回 4 690 第18回 6 600
平成30年度 第46回 3 600 第19回 2 160
令和元年度 第47回 3 500 第20回 3 300
合計 291 42,308 66 3,990




